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製品分類 MPU ＆ MCU 発行番号 TN-RH8-B0246C/J Rev. 第 3 版 

題

名 

RH850/C1M-A1, RH850/C1M-A2 ユーザーズマニュアル 

ハードウェア編 Rev1.20 正誤表
情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

RH850/C1M-A1 

RH850/C1M-A2 

対象ロット等 

関連資料 下記関連資料参照 
－ 

1. 説明

RH850/C1M-A1, RH850/C1M-A2 ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev1.20に対する正誤表を示します。

No.1～No.15 は前版(TN-RH8-B0246A/J)で通知済の項目です。 

No.16～No.54 は前版(TN-RH8-B0246B/J)で通知済の項目です。 

No.55～No.73 は新規追加した項目です。 

【関連資料】 

シリーズ グループ 関連資料 Rev. 管理番号 

RH850 C1M-A1, 

C1M-A2 
RH850/C1M-A1,RH850/C1M-A2 ユーザーズマニュアル ハードウェア編 1.20 R01UH0607JJ0120 



No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

1 281 割り込み 図6.1 外部割り込
み処理フロー例

誤記

- -

2 2500 ADCC 27.4.7.3 断線検出
自己診断機能

27.4.7.3 断線検出自己診断機能
半田はがれによる端子の断線検出を行う機能です。
断線検出制御レジスタ（ADCCnODCR レジスタ）で設定した時間分、対象のアナログ端子を放電した後、A/D 変換を行
い、変換結果が0V 近傍となった場合、断線していると判断することができます。

27.4.7.3 断線検出自己診断機能
半田はがれによる端子の断線検出を行う機能です。
端子が断線してしている場合、Pull-Down 方式またはPull-Up方式により、変換結果はAnVSS 近傍またはAnVCC 近傍
に収束するため、変換結果から断線を判断することができます。

誤記

- -

3 2506 ADCC 27.5.5 断線検出自
己診断設定手順

27.5.5 断線検出自己診断設定手順
断線検出機能は、ANI の断線を検出するための機能です。断線検出にはPull-Down/Pull-Up 方式の両方を使用しま
す。Pull-Down 方式のとき、断線が起こると変換結果は0 V 近傍に減衰し、変換結果に異常値が検出されるため、断線
検出と判断することが可能です。Pull-Up 方式のとき、断線が起こると変換結果は5 V 近傍に上昇し、変換結果に異常
値が検出されるため、断線検出と判断することが可能です。

27.5.5 断線検出自己診断設定手順
断線検出機能は、ANI の断線を検出するための機能です。断線検出では、S/H 回路のサンプリング時に固定のパルス
幅(18ステート)でPull-Down抵抗、またはPull-Up抵抗を接続します。Pull-Down 方式のとき、断線が起こると変換結果
はAnVSS 近傍に減衰し、変換結果に異常値が検出されるため、断線検出と判断することが可能です。Pull-Up 方式の
とき、断線が起こると変換結果はAnVCC 近傍に上昇し、変換結果に異常値が検出されるため、断線検出と判断するこ
とが可能です。

誤記

- -

4 2507 ADCC 図27.28 断線検出
自己診断フロー

誤記

- -
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

5 2619 ファンクショ
ナルセーフ

ティ

表29.66 ECC モ
ジュール一覧

誤記

- -

6 2864 付録A 外
形寸法図

QFP176 ● QFP176 ● QFP176

説明変更

TN-RH8-
B163A/J

-

7 2670 ファンクショ
ナルセーフ

ティ

表29.103
ERRSLVxxADDR
レジスタの内容

説明変更

TN-RH8-
B0193A/J

-

8 2639 ファンクショ
ナルセーフ

ティ

29.3 ロックステッ
プ

記載なし 29.3.3 使用上の注意
リセット後の値が不定のCPU内のレジスタを初期化せずにリードした場合、ロックステップコンペアエラーが発生する可
能性がありますので、必ず初期化（設定値は任意）してください。
またリセット後は、分岐命令と後方の命令の並列実行においても、不定レジスタによるロックステップコンペアエラーが
発生する可能性があります。先行する命令で分岐する場合でも後方の命令が参照するレジスタを初期化するまでは下
記方法を適用してください。
● 下記に示す分岐命令の直後にSYNCI命令またはRIE命令を挿入してください。（C言語の場合、最適化され意図通り
の処理とならない可能性がありますので、アセンブラで実施してください）
該当分岐命令：BRを除くBcond,JARL,JMP

説明変更

TN-RH8-
B0183C/J

-
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

9 246 動作モード 表5.1 動作モード
の選択

追加説明

- -

10 2763 OCD 表34.2 端子構成

説明変更

TN-RH8-
B0228A/J

-
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

12 2777 OCD 34.5 オンチップデ
バッグ使用上の注
意

記載なし (5)電源投入時の/DCUTRST端子処理
オンチップデバッグ機能の利用有無にかかわらず、電源投入時に/DCUTRST端子をロウレベルにしてください。

追加説明

- -

説明変更

TN-RH8-
B0228A/J

-11 2776 OCD 34.4.4.3 AUDR 機
能に関しての使用

上の注意事項
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

13 2675 電気的特
性

図39.5 制御信号タ
イミング

誤記

- -

14 2853 電気的特
性

表39.30 AUD RAM
モニタタイミング

追加説明

- -

15 2853 電気的特
性

39.3.12 AUD RAM
モニタ

記載なし

追加説明

- -

16 61 概要 表1.1 製品概要
（2/2）

誤記

- -

17 81 端子 2.1.2.3 端子データ
入力／出力

出力モード時、このビットを1 に設定すると、ポートは双方向モードになります。双方向モード時、
PPPn.PPRn_m からPn_m 端子のレベルを読み出すことができます。

出力モード時、このビットを1 に設定すると、ポートは双方向モードになります。双方向モード時、
PPRn.PPRn_m からPn_m 端子のレベルを読み出すことができます。 誤記

- -

18 159 端子 表2.64 未使用端
子の処理例（2/2）

誤記

- -
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

19 162 CPUシステ
ム

表3.1 Peripheral
Group 構成一覧
（1/4）

誤記

- -

20 213 CPU 表3.63 PEG レジ
スタのベースアド
レス：FFFE E600H

説明変更

TN-RH8-
B0281A/J

-

21 702 RLIN3 13.9 LIN セルフテ
ストモード

ボーレートは、ボーレート関連レジスタの設定に関わらず、LIN 通信クロック源／16 [bps]で動作します。
（RLN3nLWBR レジスタのNSPB ビットは、必ず“0000B”または“1111B”で使用してください。）

ボーレートは、ボーレート関連レジスタの設定に関わらず、LIN 通信クロック源／16 [bps]で動作します。
（RLN3nLWBR レジスタのNSPB ビットは、必ず“0000B”または“1111B”で使用してください。）

（RLN3nLWBR レジスタのLPRS ビットは、必ず“000B”で使用してください。） 説明変更

TN-RH8-
B0258A/J

-

22 704 RLIN3 13.9.2 LIN マスタ
セルフテストモード
における送信

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。

RLN3nLWBR レジスタ = 0000 xxxxB
注 1

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
RLN3nLWBR レジスタ = 0000 000xB 説明変更

TN-RH8-
B0258A/J

-

23 705 RLIN3 13.9.3 LIN マスタ
セルフテストモード
における受信

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。

RLN3nLWBR レジスタ = 0000 xxxxB
注 1

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
RLN3nLWBR レジスタ = 0000 000xB 説明変更

TN-RH8-
B0258A/J

-

24 707 RLIN3 13.9.4 LIN スレー
ブセルフテスト
モードにおける送
信

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。

RLN3nLWBR レジスタ = 0000 xxx0B
注 1

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
RLN3nLWBR レジスタ = 0000 0000B 説明変更

TN-RH8-
B0258A/J

-

25 708 RLIN3 13.9.5 LIN スレー
ブセルフテスト
モードにおける受
信

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。

RLN3nLWBR レジスタ = 0000 xxx0B
注 1

● ボーレート、ノイズフィルタ、割り込み出力関連レジスタを設定する。
RLN3nLWBR レジスタ = 0000 0000B 説明変更

TN-RH8-
B0258A/J

-

26 1017 RS-
CANFD

14.8.1 送信の優先
順位判定

TPRI ビットの設定にかかわらず、アービトレーションロストまたはエラーが発生し、再送信される場合、送信の優先順位
判定が再度実行されます。

TPRI ビットの設定に従って、アービトレーションロストまたはエラーが発生し、再送信される場合、送信の優先順位判定
が再度実行されます。 誤記

- -
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

27 1046 RS-
CANFD

14.11.2.3 FIFO
バッファのDMA 転
送による読み出し
手順

注1. ・受信FIFO バッファ時
        RCFDCnCFDRFIDx、RCFDCnCFDRFPTRx、RCFDCnCFDRFFDSTSx、RCFDCnCFDRFDFd_x

・送受信FIFO バッファ時
RCFDCnCFDCFIDk、RCFDCnCFDCFPTRk、RCFDCnCFDCFFDCSTSk、RCFDCnCFDCFDFd_k

注1. ・受信FIFO バッファ時
        RSCFDnCFDRFIDx、RSCFDnCFDRFPTRx、RSCFDnCFDRFFDSTSx、RSCFDnCFDRFDFd_x

・送受信FIFO バッファ時
RSCFDnCFDCFIDk、RSCFDnCFDCFPTRk、RSCFDnCFDCFFDCSTSk、RSCFDnCFDCFDFd_k

誤記

- -

28 1061 RS-
CANFD

図14.37 RAM テス
トの設定手順

注1. RAM テストに遷移する前に以下のことを行ってください。
・送信要求の取り消し
・各FIFO 及び送信キューのdisable
・受信バッファのフラグクリア

注1. RAM テストに遷移する前に以下のことを行ってください。
・送信要求の取り消し
・各FIFO 及び送信キューの無効化
・受信バッファのフラグクリア

誤記

- -

29 1145 OSタイマ 17.2.2 ブロック図 OSTM の主な構成要素を次のブロック図に示します。 OSTM の主な構成要素を次のブロック図に示します。本製品は、OSTMnTTOUT出力を実装していません。

誤記

- -

30 1555 TSG3 20.2.1 機能概要 ● リロードモード
− TSG3nCMP1E レジスタを書き込むことでリロード許可（リロード要求フラグTSG3nRSF をセット）

となり、複数レジスタの同時転送可能
− 山／谷／山および谷のリロードタイミングで転送可能
− リロード要求フラグTSG3nRSF を用意
− DMA 転送可能なレジスタアドレス配置

● リロードモード
− TSG3nCMP1E レジスタを書き込むことでリロード許可（リロード要求フラグTSG3nRSF をセット）

となり、複数レジスタの同時転送可能
− 山／谷／山および谷のリロードタイミングで転送可能
− リロード要求フラグTSG3nRSF を用意
− DMA 転送可能なレジスタアドレス配置
− リロード間引き機能

誤記

- -

31 1556 TSG3 20.2.1 機能概要 リロード間引き機能
● HT-PWM モード
− デッドタイム縮小を含む0～100%デューティPWM 出力可能
− アップカウント側のPWM 出力に付加パルスあり／なしをコンペアレジスタのLSB で制御可能なた

め、ソフトウエア負荷なしで出力分解能を向上

● HT-PWM モード
− デッドタイム縮小を含む0～100%デューティPWM 出力可能
− アップカウント側のPWM 出力に付加パルスあり／なしをコンペアレジスタのLSB で制御可能なた

め、ソフトウエア負荷なしで出力分解能を向上 誤記

- -

32 1669 TSG3 図20.48 エラー割
り込み
（INTTSG3nIER）
発生例（PWM モー
ド時）

誤記

- -

33 1681 TSG3 図20.54 TSG3nO1
端子、TSG3nO2
端子間のデッドタ
イム制御例（2/2）

● TSG3nCMP1E＋TSG3nDTC1≧TSG3nCMP0E＋TSG3nCMP2E
（TSG3nO2 はインアクティブを継続）

● TSG3nCMP2E＋TSG3nDTC0≧TSG3nCMP0E＋TSG3nCMP1E
（TSG3nO1 はインアクティブを継続）

● TSG3nCMP1E＋TSG3nDTC1≧TSG3nCMP0E＋TSG3nCMP3E
（TSG3nO2 はインアクティブを継続）

● TSG3nCMP3E＋TSG3nDTC0≧TSG3nCMP0E＋TSG3nCMP1E
（TSG3nO1 はインアクティブを継続）

誤記

- -

34 1681 TSG3 図20.54 TSG3nO1
端子、TSG3nO2
端子間のデッドタ
イム制御例（2/2）

④の箇所では、同時アクティブによりTSG3nO1 端子の立ち下がり（インアクティブ）となり、デッドタイ
ムカウンタがスタートします。その後、デッドタイム･カウンタの動作終了後にTSG3nO2 端子がアクティブ
となります。

④の箇所では、同時アクティブによりTSG3nO1 端子が立ち下がり（インアクティブ）ます。
デッドタイムカウンタは、TSG3nCMP1Eレジスタのコンペア一致後にスタートします。
その後、デッドタイム･カウンタの動作終了後にTSG3nO2 端子がアクティブとなります。 誤記

- -

35 1681 TSG3 図20.54 TSG3nO1
端子、TSG3nO2
端子間のデッドタ
イム制御例（2/2）

誤記

- -

18ビット

カウンタ

TSG3nO1端子

TSG3nO2端子

INTTSG3nIER割り込み

TSG3nCMP1E

TSG3nCMP2E TSG3nCMP4E TSG3nCMP3E

TSG3nCMP2E

TSG3nCMP1E

TSG3nCMP2E
TSG3nCMP4E

TSG3nCMP1E

TSG3nCMP3E

TSG3nCMP2E

TSG3nCMP4E

TSG3nCMP1E

TSG3nCMP3E

TSG3nDTC1 TSG3nDTC1
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

36 1793 TAPA 表21.17 Hi-Z ス
タートトリガ
（TAPAnOPHS）の
動作 誤記

- -

37 1793 TAPA 表21.18 非同期入
力Hi-Z 制御時の
ストップトリガ
（TAPAnOPHT）の
動作

誤記

- -

38 2059 PIC 図24.79 PIC2D ブ
ロック図

誤記

- -

39 2352 RDC3A 表26.31
RDC3AnDIAG1 レ
ジスタの内容
（2/2）

誤記

- -

40 2371 RDC3A 表26.46 データ選
択

誤記

- -

41 2377 RDC3A 表26.51
RDC3AnDCUR0
レジスタの内容

説明変更

TN-RH8-
B0314A/J

-
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No. PDF頁
(Rev.1.20)

章 節タイトル
(図表タイトル)

誤 正
変更理由 通知状況 備考

42 2378 RDC3A 表26.52
RDC3AnDCUR1
レジスタの内容

説明変更

TN-RH8-
B0314A/J

-

43 2410 RDC3A 26.4.5.1 自己診断
（Built-In Self
Test）機能

BIST により、角度変換中に実行可能なBIST（短時間で終了するBIST）と電源立ち上げ時にのみ実行可能
なBIST に区別されます。（角度変換中に実行可能なBIST は電源立ち上げ時にも実施可能です。）

BIST により、角度変換中に実行可能なBIST（短時間で終了するBIST）と電源立ち上げ時にのみ実行可能
なBIST に区別されます。角度変換中に実行可能なBISTは電源立ち上げ時にも実施可能です。ただし、電源立ち上げ
時に電源立ち上げ時にのみ実行可能なBISTを実施する場合は、角度変換中に実行可能なBISTより先に実施してくだ
さい。

説明変更

TN-RH8-
B0314A/J

-

44 2418 RDC3A 26.4.6.1 周期計測
タイマ

周期計測タイマは励磁信号（ゼロクロス信号）の周期を計測します。ゼロクロス信号のエッジ（立ち上がり
／立ち下がり選択可）を検出すると周期計測カウンタの値をキャプチャし、ET キャプチャレジスタ
（RDC3AnETCAP）に格納します。これにより、励磁信号の周期を計測することができます。
励磁信号の周期は、「（RDC3AnETCAP レジスタ値 + 1）×CCLK 周期（25 ns）」で求められます。
また、RDC3AnETEN レジスタのIREN ビットが“1”（割り込み許可）の場合、ET キャプチャレジスタ
（RDC3AnETCAP）に設定した値と周期計測カウンタを比較して、一致したときに励磁タイマ割り込み要求
を発生します。励磁信号の周期異常を検出するためにRDC3AnETCAP レジスタに励磁信号の周期よりも長
い期間の値を設定してください。

周期計測タイマは励磁信号（ゼロクロス信号）の周期を計測します。ゼロクロス信号のエッジ（立ち上がり
／立ち下がり選択可）を検出すると周期計測カウンタの値をキャプチャし、ET キャプチャレジスタのETキャプチャビット
（RDC3AnETCAP.CAP[15:0]）に格納します。これにより、励磁信号の周期を計測することができます。
励磁信号の周期は、「（RDC3AnETCAP レジスタ値 + 1）×CCLK 周期（25 ns）」で求められます。
また、RDC3AnETEN レジスタのIREN ビットが“1”（割り込み許可）の場合、ET キャプチャレジスタのETコンペアビット
（RDC3AnETCAP.CMP[15:0]）に設定した値と周期計測カウンタを比較して、一致したときに励磁タイマ割り込み要求
を発生します。励磁信号の周期異常を検出するためにRDC3AnETCAP レジスタに励磁信号の周期よりも長
い期間の値を設定してください。

誤記

- -

45 2418 RDC3A 図26.23 周期計測
タイマ動作例

キャプチャビット（RDC3AnETCAP,CAP[15:0]へカウンタ値を転送 キャプチャビット値（RDC3AnETCAP,CAP[15:0])へカウンタ値を転送

誤記

- -

46 2418 RDC3A 図26.23 周期計測
タイマ動作例

コンペアセット値（RDC3AnETCAP,CMP[15:0]との一致で割り込み要求が発生する コンペアセット値（RDC3AnETCAP,CMP[15:0])との一致で割り込み要求が発生する

誤記

- -

47 2421 RDC3A 26.4.7 PGA 反転
機能

● phi 出力角度 = 270°～360°：sin 反転、cos 比反転 ● phi 出力角度 = 270°～360°：sin 反転、cos 非反転

誤記

- -

48 2424 RDC3A 図26.29 レジスタ
初期設定フロー

説明変更

TN-RH8-
B0314A/J

-

49 2425 RDC3A 26.6.1 レゾルバ信
号入力（差動）回
路

(1) RH ≒ {(RVCC－VCOM) / (22.0 × 10－6)}－RIN ただし、VCOM = RVCC/2[V] (1) RH ≒ {(+VEXT－VCOM) / (22.0 × 10－6)}－RIN ただし、VCOM = RVCC/2[V]

誤記

- -

50 2465 ADCC 27.3.21
ADCCnODCR

誤記

- -
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51 2510 ADCC 表27.52 レジスタ
設定上の注意事
項（2/2）

追加説明

- -

52 2804 フラッシュ 35.10 注意事項 (7) 書き込み／消去中の禁止事項
フラッシュメモリの書き込み／消去中は、以下の動作は行わないでください。

(7) 書き込み／消去／ブランクチェック中の禁止事項
フラッシュメモリの書き込み／消去／ブランクチェック中は、以下の動作は行わないでください。 誤記

- -

53 2835 電気的特
性

表39.18 ドライバビ
リティ選択 = Low

誤記

- -

54 2857 電気的特
性

表39.33 RDC 変換
性能（2/2）

誤記

- -

55 456 CSIH 表 11.25
CSIHnTX0W レジ
スタの内容（1/2）

追加説明

TN-RH8-
B0303A/J

-

56 152 端子 表2.61 C1M-A1
端子機能（1/3）

誤記

- -

リードした場合はリセット後の値が読めます。ライトする場合はリセット後の値を書いてくださ

い。

但し、CSx(x=0～3 のいずれか)をマスタモードで使用しているときは、00FHを書いてください。
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57 1545 TAUJ 表19.64 PWM 出
力機能のスレーブ
チャネルの
TAUJnCMORm レ
ジスタの内容

誤記

- -

58 74 概要 表1.5
RH850/C1M-A1
ピン配置（2/4）

誤記

- -

59 2859 電気的特
性

表39.34 異常検出
の特性

説明変更

TN-RH8-
B0467A/J

-

60 2201 EMU3 表25.144
EMU3nNRECUk レ
ジスタの内容

備考 詳細は「25.4.7.3 独立矩形IP2」を参照下さい。 備考 詳細は「25.4.7.3 独立矩形IP2」を参照下さい。
注意 このレジスタを書き換える場合には(初回書き込み時も含む)は必ず次の手順(1)(2)で変更してください。

(1) 32bitアクセスで、UMOD=0, UINT=0, UEN=0, UPTN＝任意の値, UCMP=任意の値を書き込んでください。
(2) UMOD, UINT, UEN, UPTN の設定は、UCMPの(1)での書き込み値を保持したまま、書き込んでください。

説明変更

TN-RH8-
B0466A/J

-

61 2202 EMU3 表25.145
EMU3nNRECVk レ
ジスタの内容
（2/2）

備考 詳細は「25.4.7.3 独立矩形IP2」を参照下さい。 備考 詳細は「25.4.7.3 独立矩形IP2」を参照下さい。
注意 このレジスタを書き換える場合には(初回書き込み時も含む)は必ず次の手順(1)(2)で変更してください。

(1) 32bitアクセスで、VMOD=0, VINT=0, VEN=0, VPTN＝任意の値, VCMP=任意の値を書き込んでください。
(2) VMOD, VINT, VEN, VPTN の設定は、VCMPの(1)での書き込み値を保持したまま、書き込んでください。

説明変更

TN-RH8-
B0466A/J

-
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62 2203 EMU3 表25.146
EMU3nNRECWk レ
ジスタの内容
（2/2）

備考 詳細は「25.4.7.3 独立矩形IP2」を参照下さい。 備考 詳細は「25.4.7.3 独立矩形IP2」を参照下さい。
注意 このレジスタを書き換える場合には(初回書き込み時も含む)は必ず次の手順(1)(2)で変更してください。

(1) 32bitアクセスで、WMOD=0, WINT=0, WEN=0, WPTN＝任意の値, WCMP=任意の値を書き込んでください。
(2) WMOD, WINT, WEN, WPTN の設定は、WCMPの(1)での書き込み値を保持したまま、書き込んでください。

説明変更

TN-RH8-
B0466A/J

-

63 1569 TSG3 表20.13
TSG3nCTL5 レジ
スタの内容（2/2）

記載なし 注　意
------------------------------------------------------------------------------------------
TSG3nATxxレジスタビットの設定はタイマー停止中（TSG3nSTR0.TSG3nTE = 0）に設定してください。
タイマ動作中（TSG3nSTR0.TSG3nTE = 1）のとき、同一値であればライトアクセスが可能です。
TSG3nSTR0.TSG3nTE = 1 のときに書き換えた場合の動作は保証できません。
------------------------------------------------------------------------------------------ 説明変更

TN-RH8-
B0468A/J

-

64 1571 TSG3 表20.14
TSG3nCTL6 レジ
スタの内容（2/2）

記載なし 注　意
------------------------------------------------------------------------------------------
TSG3nATxxレジスタビットの設定はタイマー停止中（TSG3nSTR0.TSG3nTE = 0）に設定してください。
タイマ動作中（TSG3nSTR0.TSG3nTE = 1）のとき、同一値であればライトアクセスが可能です。
TSG3nSTR0.TSG3nTE = 1 のときに書き換えた場合の動作は保証できません。
------------------------------------------------------------------------------------------ 説明変更

TN-RH8-
B0468A/J

-

65 2340 RDC3A 表26.23
RDC3AnSCCOR0
レジスタの内容

誤記

- -

66 2400 RDC3A 26.4.2.5 SIN、COS
角度補正機能

モータの軸に対するレゾルバの取り付け角誤差、および、レゾルバのsin,cos 直交性の誤差を補正する機能
を有します。
SIN、COS-ROM テーブルへの入力phi に固定の補正値（SINPO[11:0]、COSPO[11:0]ビットで設定）を加算
します。なお、角度変換BIST 実行時はSIN/COS 位相補正レジスタの位相補正ビットに0°を設定してくださ
い。
SIN 位相補正ビットSINPO[11:0] = 000H
COS 位相補正ビットCOSPO[11:0] = 000H

モータの軸に対するレゾルバの取り付け角誤差、および、レゾルバのsin,cos 直交性の誤差を補正する機能
を有します。
SIN、COS-ROM テーブルへの入力phi に固定の補正値（SINPO[11:0]、COSPO[11:0]ビットで設定）を加算
します。なお、角度変換BIST 実行時はSIN/COS 角度補正レジスタの角度補正ビットに0°を設定してくださ
い。
SIN 角度補正ビットSINPO[11:0] = 000H
COS 角度補正ビットCOSPO[11:0] = 000H

誤記

- -

67 2410 RDC3A 26.4.5.1 自己診断
（Built-In Self
Test）機能

(5) 角度変換BIST 実行時はSIN/COS 位相補正レジスタの位相補正ビットに0°を設定してください。
SIN 位相補正レジスタSINPO[11:0]ビット = 000H
COS 位相補正レジスタCOSPO[11:0]ビット = 000H

(5) 角度変換BIST 実行時はSIN/COS 角度補正レジスタの角度補正ビットに0°を設定してください。
SIN 位相補正レジスタSINPO[11:0]ビット = 000H
COS 位相補正レジスタCOSPO[11:0]ビット = 000H

誤記

- -

68 2784 フラッシュメ
モリ

35.4 機能概要 シリアルプログラミング時は、ID 認証、専用フラッシュメモリプログラマ接続禁止、コマンド禁止（ブロ
ック消去コマンド禁止／プログラムコマンド禁止／リードコマンド禁止）のいずれかのセキュリティ機能を
使用可能です。

シリアルプログラミング時は、ID 認証、専用フラッシュメモリプログラマ接続禁止、コマンド禁止（ブロ
ック消去コマンド禁止／プログラムコマンド禁止／リードコマンド禁止）のいずれかの各セキュリティ機能を
使用可能です。

説明変更

TN-RH8-
B0463A/E

-
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69 2785 フラッシュメ
モリ

表35.4 セキュリ
ティ機能一覧

注1. 専用フラッシュ・メモリ・プログラマ接続禁止は、ID認証または、コマンド禁止（注2）との併用が可能です。
注2. コマンド禁止（ブロック消去コマンド禁止／プログラム・コマンド禁止／リード・コマンド禁止）は、
　　 個別に設定が可能です。

説明変更

TN-RH8-
B0463A/E

-

70 2806 フラッシュ
セキュリ

ティ

36.1.1.2 シリアル
プログラミングモー
ド固有機能

シリアルプログラミングモードでの固有セキュリティ機能として、下記、3 つの機能が搭載されておりま
す。これらのセキュリティ機能を併用することはできません。

シリアルプログラミングモードでの固有セキュリティ機能として、下記、3 つの機能が搭載されておりま
す。 説明変更

TN-RH8-
B0463A/E

-

71 2807 フラッシュ
セキュリ

ティ

表36.1 各モードの
セキュリティ機能

説明変更

TN-RH8-
B0463A/E

-

72 2386 RDC3A 26.4.1.4 使用セン
サ選択機能

RDC3AnREF レジスタの SENS ビットを“0”に設定することにより励磁成分を含まない DC レゾルバ信号
（E・sinθ, E・cosθ）も使用することができます。DC レゾルバ信号を使用する場合、励磁成分抽出機能は
無効になります。

RDC3AnREF レジスタの SENS ビットを“0”に設定することにより励磁成分を含まない DC レゾルバ信号
（E・sinθ, E・cosθ）も使用することができます。DC レゾルバ信号を使用する場合、励磁信号出力機能(RDC3AnRSO
端子、RDC3AnCOM 端子)、および励磁成分抽出機能は
無効になります。

追加説明

- -

73 2402 RDC3A 26.4.3.1 励磁信号
出力
（RDC3AnRSO、
RDC3AnCOM）機
能

RDC3AnRSO 端子より出力される正弦波信号振幅は RDC3AnATMNT0 レジスタの EXOC[1:0]ビットで設定
します。標準値の振幅は 0.4×RVCC [Vpp]です。

RDC3AnRSO 端子より出力される正弦波信号振幅は RDC3AnATMNT0 レジスタの EXOC[1:0]ビットで設定
します。標準値の振幅は 0.4×RVCC [Vpp]です。
DC レゾルバ設定(EXIO = 1,SENS = 0 設定時)を選択している場合、
励磁信号出力機能(RDC3AnRSO 端子、RDC3AnCOM 端子)は無効となります。

追加説明

- -

以上

注１

注２

注２

注２

(上記３つは併用できません)
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